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も　　く　　じ

みどりの保安官になろう

歩いてみよう

しっかり見よう

きいたりかいだりさわったり

はかってみよう

さがしてみよう

自然のものまね

耳をすましてみよう

君には超能力があるか

生活のあとをさがそう

動物を尾行しよう

落葉をめくろう

つづけてみよう

生物ごよみをつくろう

自然の地図をつくろう

みじかに生きものをよぽう

なかまをつくろう

　　おうちの方ヘー
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3，
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7，

2

4

6

8

9，10

11，12

13，14

　　15

　　16

17，18

19，20

21，22

23，24

25，26

27，28

29，30

31，32

33～36

轟　　　　　盆顎

鞭膿㌻

みどりの保安官は

　　　　なにをすればいいのかな？
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なんて草だ？
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畢

艘

’ a＼

顕

灘

一・ ﾄ

・朝はやく公園にでかけてみよう ・どんな鳥がきているかな

・花はさいていないかな

・虫はいるかな
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・たまにはハダシになろう

・同じ場所を時間や季節をかえて歩いてみよう
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5

セミの幼虫

8月3日

垂 羅肇灘噸

葉脈をスケッチ

　　　しよう

　　　㌧

くわU、絵

覚づ、こう

ε

nl￥1





議蟻　鱒轡轟嚥 喩

・遠くの音をきくとき

紙を丸めてメガホンにする

）」

巳亀
竃膠

ソロソロ

沁1嬰一穆

よくかわいた紙の上

に虫をのせると…

はじめは家のなかで練習してみよう。

どんな音がきこえるかな
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縛憶

磯

　　　　　　　　　　《ぐぐ

アゲハ

　の幼虫

さわってみよう

も
Φ穂

小さい動物をさわるときは、

体をいためないように気を

つけよう

門　爾
㍉夢』　　　勧

；ザ　瞬搾
　ぢを　　　ミ　　　　　　　　　　　　　ま

　　　　　　　叫垂　酔　i　、　呵

！j　隆、　㌧

　拶㌦　　。＿覧
r／ギゼ怯㌔

蕊浅冨∴！

においでさぐろう
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からだもものさしにしよう

1歩は（　　）cm

（

②

1mはからだのどこ？





　　鰯
鱒㌦ヂ瀬1
　　饗　F脚

字書き虫

ハモグリバエ

などの

幼虫の

たべたあと

蝋

ヘンな葵t

　さがそろ

σ

学三

ゐ　娃
、

㌃

オトシブミ

のゆりかご

曝　　　霧

（フ

縛騨

11

鰍
響

ハナイカダの実

　　　ハキリバチが巣の罫・ず

材料を切りとったあと引轟野ヤ撫

㌶
　　曙

轡戦　．
　　ゴ　噺

竃

lp

曝



藩．

すきとおったものを

　　　　　さがそう



な　ま　え な　き　こ　え あなたのことばにしよう

ホトトギス

Rジュケイ

Tンコウチョウ

L　ジ　バ　ト

キョッキョキョキョキョ

sーポーピーピーボーピー

Lーコーキーホイホイホイ

fデッポウボー

月日星　　ホイホイホイ
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つもりあそびをしよう
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耳をすましてみよう・・

ツさヒﾖ⑭イ
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17

1ぎ　　島馴50

どっちへ行ったんだろう

なにがおこったんだろう

だれが食べたんだろう

♂

留

においがするかな

なにを食べたんだろう

だれがぬいだんだろう



　　　　　　　」

弧・濫丸貝づ

用意するもの

「

◎

⑦

②

◎

足あとをかこむように

ワク組みを去ほど

地面にうめこあ

はんぶん

轟L鴨奪
④石こうを流し誌

よくまぜる

ワク組みをはすして完成 18
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　軋叩＿

？　　　ますアリをつけろ

　　　・どこまでいくのか

　　　・巣はどこか

　　　・何をひろうか

亨　　力クツムリには

　　番号をつけてみよう

、

㌧

駈∫

辞　　チョウの尾行は

　　くたびれる

、

ず

　　　〃

メ膨・

ゐ
　　目じるし

望　　海岸では

　　岩にへばりついているカサガイや

　　ピザラガイは夜に観察しよう

．識

撫廃，

、．晦



尾行がうまくなったら地図をつくろう

・1 S

覇ノ

⑳輪繋

7りの尾行

診
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林の中へでかけて落葉をめくってみよう

だんだん下の方へゆくと……

脚1・蜜

落葉のようすは

どうなるかな

いろいろな虫が

下からでてこないかな

一一
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F　N°TE
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繊
膿＼

落葉はどうしてくさるのだろう㌣ 土はなにからできるのだろう

◎
酵り・

落葉や

生物の死体

裏　　’σ

トビムシ

　　、

ミミズ

・轟ダンゴムシ

ヤスデ

オサムシ

H覧LPl

調べたあとはもとどうりにしておこう、動物たちがこまらないように。
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すを作った

23

葉が
しげる

麟
　　　譜

雛

ゴマダラチョウがとぶ 詫隔
ヒレンジャクが

ヤドリギの実を

食べにきた

　　　　　ゴマダラチョウの

醸幼虫
〆匝）



同じ場所を何年もつづけて見ていこう

　　斌

雑木林

％

蟹

木を切った

鳶

水田

熈．
　’ソN

　雑木林

z

膨

藻製
　小川

人がよく踏みつける

う
　　　オオバコ

漣　諺・一…

水田

ヴ

やめた

　　　　　　　　！

草原・雑木のひごばえ

1麟

ススキ

水田

　傷ぎ∵一’
　　ロ　むむ　
1　　。Oo8

　　小川

1

アシ原

木がのびたくレ

螺

ζ

木がのびて

塗

くる

贈。

　　　　＼式

雑木林　　　　ヤブ
（常緑樹がまじる）

24



25

記録をつけよう

みたことは……

・その場でかこう

・できるだけていねいに

　くわしくかこう

・根気よくつづけてかこう
［！玉三至］！1臼ワ4年12月3日　天気ぐヒソ

匡郵応゜〉幽町の公園

［亟璽ヨヒヨいワゐい塵］ナゴ1マス凝

の？ﾀセ［亟・食1ぺてnアヒ。B寺々

ヒ・イーヒ㍗と大きナよ声でなく

　　　　畢　一撃＼．、

5殴形のと禍か酌い

　　・ノートには必ずその日の年月日、

　　　天候・場所を書こう

写真もはってみよう



つ

｝

慧

ナ

⇒

記録をまとめよう

記録が集まったら……
・同じ内容のものをまとめる

・グラフ・表・絵などに

　するとわかりやすい

・くふうしてすばらしい

　ものをつくろう

なまえ ％墨互墨％一

ニイニイぜこ 亘＠a盆遇
　し1’　　、

q7つ7
o ○ 0 0 0

フづ’ラぜこ o ○　＠一一　一◎型
・／ク卯訪ン

一　一
立旦

ミンミンでミ o 旦型
1

3月 　　　1S月　5月 6則7月 8月　9月 10月 11月　12月 1刷2月
セミ　ニイニイゼミ ○ ◎ ◎1・

1 1

ヒグラシ O O ◎ ○

アブラゼミ o ◎ ◎ ○

ミンミンゼミ O ◎ ○ ○

ツクツクボウシ ○ ◎ ○

鳥　　キジバト ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ツバメ ○ O ◎ ◎ ○ O

ヒヨドリ ◎ ◎ ○ o O ○ ◎ ◎ ◎

植物　セイヨウクンボポ ◎ ◎ ○ ○ 0 ○ ○ ○ O ○ ○ 0

ヒガンバナ　　1 ◎
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庭や近くの公園などの「自然の地図」をつくってみよう

　　　　　　　　　　　　　　タケのかきね

マ
サ
キ
の
い

け
が
き

　　　　　　　　　　　　　　鞭㊥

　　　　　　、，｛＿館然1乙，，，，

QQ◎◎（∋δ
アリジゴク

アゲハチ

圭傲謹
　　　一キンギョモ’一一 ツツジ

　メし

吝十

き

　　タケやぶ

バラのいけがき
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水がきれいで

　　　泳げる

ドングリの多い

輪靴

　　　　　　　　　団地を％
　　　　　　　　　つくっている
　　’、1・｛・匙、覧、・“

環

幽

家が多い

岩の多い

　海岸

砂浜

湾

水はきたない

’L・・

@川

自分の住んでいる町や村の絵地図をつくってみよう
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枝を切らないようにしよう

　　5

既醤
　　　　　　　　　　　　撃

惣　∠　　　・

　老　　瓢

　ま

　　チョウの食草を植えよう

圏

　蘇’弩

善罫
鶏｝ん～

隅5！∵認

、ごズ鑑

　　　　実のなる木を植えよう

　　　　　　　　　　　　o

　　鞠θ
　　　o　　　　　鰯

＿総譲

藩轟
　　　　　　　　蟹

転

29

f
響

夢

　　・　　　　　　　《a‘

◎　　δ　騨

　　　落葉をのこしておこう

箋ミ
誘督

護　！

　署 義

池をつくろう
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こ

＿」

、 ’

∫

ゼ

／

日

置　　　♪L

㌦駄一瑠　　　・　　♂　　砧

・すみかをつくってやろう

・食べ物を用意してやろう

・おどかさないようにしよう

エサ台をつくろう

．ず　　　　　　艦

u

．鰐

，　1

蔑F

鋳

巣箱をかけよう

　　　ソ鱒，
＿　ヒ見よう

幽軌幽＿轟
30
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み

襟麟麹鶏拶魂鱗鋸1三講懸

ゴミひろいハイクをしよう

◎つ」ぺしん、3ごんo

撫窪建糖臭

鉾糧lil

たよりでなかまによびかけよう

奏認

なかまと観察会をしよう



こんなことを調べました

私たちは紙しばいをつくりました

グループの名はヤマバト会です

o　　　●

鹸　　　8

ロ　　　

ウ
’

／

ぼ　　　

＼

○×山で自然の林が切られてまず

、

、い

　、

l　f，

〆「＼
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おうちの方へ

この本のねらい

　自然保護を考えることのできる子供を育て

たいという願いをこめて、この本を作りまし

た。

　子供たちは、大気や、水や、海の汚染をよ

く知っています。特に都会の子供はそれらを

まのあたりにしているでしょう。しかし自然

の良さは知らないでしょうから、自然破壊と

いう理解は無いかもしれません。田舎の子は

自然接触が多いでしょうが、だからといって

自然理解が深いとは言えません。

ているわけです。これまでの教育は分類・形

態生理に関心をもたせてきました。そのため

たとえば、益虫、害虫といった一面的な概念把

握をさせました。害虫を撲滅させればそれを

食う益虫も餌不足で絶滅します。こうした全

くわかりきったことすら考えられない者を育

ててしまったのです。こうした自然認識が、

今日の自然破壊を生んだ一つの理由だと考え

られます。自然は総合的に把握されねばなら

ないのです。

　私たちは、この本でまず、子供たちに自然

に親しんでもらうことをねらいました。そし

て次には、自然をよく知ってもらうことを目

標としました。そして更に自然を守る気持ち

を育てたいと考えたわけです。

　自然に親しむのには、何よりもまず良い自

然にとびこむことが必要でしょう。自然を受

けとめる心は、子供に本来そなわっていて、

それは、大人がとやかく言わぬ方が良いくら

いのものでしょう。

　自然を知るのは、ただ名前を知るというよ

うなこま切れのものではなく、動植物の生活

のことや、おたがいのか・わりあいのことに、

関心や興味がむくようなとらえかたを期待し

　子供は随分と博識になりました。しかし、

本やテレビの知識ではなく、プラモデルでの

遊びではなく、我々は子供たちに自然を相手

に空想力を養い創造性を育てる遊びをさせた

いのです。子供にカスリ傷一つも負わせまい、

　　　　　　服を破かず、汚さずにおこう

　　　？　　　　などと考えず、少々ケガ

　　　’　　　をしても、泥だらけになって

　　　　　　　も良いのだと考えて下さい。

　　　　　　適応力をのばし、健康に育つ

　　　　　　　ことを期待してほしいのです。
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自然のしくみ
　格別、餌を入れてやるわけでもないのに、　　　は、消費は増加していると云うべきでしょう。

魚も元気に育っている池があります。そこで　　　還元がにぶり、生産が落ち、消費がふえる

は、ふりそそぐ太陽の光で藻が育ち（生産）　　　ことは地球生態系が大変不健康なことです。

動物や植物が有機物を分解することで生活を　　　還元をす・め、生産をあげる努力が必要とい

営み（消費）その結果、無機物が出され（還　　　　えましょう。

元）それがまた、植物の有機物生産の原料に　　　　春先、まっ黒になる程に生まれたオタマジ

なる、という形で物質の循環があります。　　　　ヤクシも、育つ聞に少しづ・減っていきます。

　こうした物質の動きがあっても、そこでの　　　一つがいの親から生まれた卵塊から、2匹が

物質の総量は変ることなく、生物の生活が営　　　おとなになればよい筈です。それがもし4匹

まれるわけです。こうした系を生態系と呼ん　　　生き残っては、その年カエルは例年の倍とな

でいます。一つの谷、一つの山も、それぞれ　　　り、餌不足を招くにちがいありません。400ヶ

生態系を構成していますし、地球全体も生態　　　の卵を産む動物なら、実に99．5％が死んでバ

系としてとらえられます。　　　　　　　　　　　ランスが保てるのです。安易な害虫防除が問

　化学肥料をたよりにしてきたため農地の劣　　　題で、農薬が新らしい害虫を作るといわれる

化が問題にされています。海は油で汚染し、　　　のはこのためです。ヒトの生活も、現在の科

大気も汚れました。おまけに道路を広げ、森　　　　　　　　　　学技術の力をもってしてもし

林をゴルフ場に変えるといった生産のない或　　　　　　　　　よせん生態系のしくみの中で

いは低い土地を増やしています。地球生態系　　　　　埼δミ　　しかあり得ません。

の生産はがた落ちなのです。　　　　　　　　　　　　衡　　　生態系のしくみを知り、その

　PCBやビニール、ポリエチレン等分解不　　　　　　　　　　しくみの中で上手なやりくり

能の物質の増加、中性洗剤等の過使用が、分　　　　　　　　　　を考えることこそ、自然保護

解者バクテリアの働きを阻害していることは　　　　　　　　　　なのです。

還元にブレーキがか・っていることです。そ

して、野生生物が減ってはいるものの、世界Oo
人口が1日18万人づ・増えているということ（「：》へ
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今と昔

　かつては、イネは田んぼで虫にも鳥にもつ

つかれていましたが、そのころは作る人も食

べる人も、お米をとても大切にしました。

　今は、農薬で徹底的に害虫駆除をします。

農薬を使っても強いものが生き残るという虫

の適応力のため、年々エスカレートして強い

薬を使うようになり、ついには農民が中毒をお

こし、農作物にも農薬が蓄積され、消費者に

も中毒の心配が及ぶにいたりました。そんな

にまでして虫に食わすのを惜しんでおきながら

一方で大量の残飯を出す生活をしています。

東京23区だけで、残飯の量は、米に換算して

1日1500俵だということです。大量生産・大

量消費こそ、高度経済成長の要諦だからなの

でしょうか。

　今、農業は機械を導入し、化学肥料を使い

枯草剤を使い、徹底的に省力が進んできまし

た。それなのに農民に暇はできません。それ

らの購入に必要なお金をかせぐのに、出かせ

ぎをしているからです。結局、機械工業や化

学工業が栄えたのでしょう。

　戸口から戸口へとの輸送革命をおこした自

動車の普及は、大気汚染と交通事故の多発を

呼んでいます。新幹線網は、日本を狭くしま

したが、他面文字通り土地を狭くしたり、沿

線に騒音公害をまきちらしています。

　農1村・漁村も経済二的に豊かにしようという

考え方で、工場がどんどん地方に作られてき

ました。工場誘致をしているところもあるし

「スモッグの下のビフテキより、青空の下の

オニギリが良い」と言って工場を忌避してい

るところもあります。まだ、　「青空の下でビ

フテキを食わせる」などという技術狂信者も

いますが、考え方として、私たちの求めるのが

青空なのか、ビフテキなのかこそ、今選択し

なければならないのです。

　生態系概念からすれば、有限な地球に無限

に入が増え得るはずがありません。どのみち、

人口抑制が必要です。どの位におさえるかの

選択が急がれます。そしてその決定のために

は、地球を人間だけで独り占めする気なのか、

野生生物とも共存するつもりなのかを決めね

ばなりません。また、たとえば家畜を食うレ

ベルの食生活か、家畜に食わさず穀物を食べ

る食生活をするか（これは人口の許容限界に

大変な差をもたらします）も決めねばなりま

せん。

　今こそ、私たちにとって何が幸せなのかが

論じられなければならないのです。
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